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●朝の健康観察の徹底！ 

体温の入力を忘れずに 

●手洗い・うがいの励行 

食前・用便後は消毒も！ 

●マスクの着用・三密の回避 

●換気の徹底！ 
 換気をしないと・・・ 

 

 

 

 

 

 

 
今年も１０月以降、世界中のあちこちで高病  

原性鳥インフルエンザの発生が見られます。  

野鳥との接し方については、以下の点に十分  

注意してください。  

 

①  同じ場所でたくさんの野鳥などが死亡している場合、近くの大人に知らせること。  

②  死亡した野鳥など野生生物の死亡個体を片付ける際には、素手で直接触らず、使い

捨て手袋等を使用すること。  

③  野鳥など野生動物の排泄物に触れた後は手洗いうがいをすること。  

④  野鳥の糞を靴で踏まないようにすること。  

⑤  不必要に野鳥を追い立てたりつかまえようとしないこと。  
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保健室より保護者の皆様へ  
●１１月８日はいい歯の日です！ 
～歯科治療は済みましたか？～ 
１学期の定期検診の結果、歯科校医より治療や検査が必要と言われた１１４名の皆さ

んには受診の勧めを配布しております。むし歯保有者は全体の１５％、歯石を指摘され

た人は全体の４０％にのぼります。１１月１６日現在、受診が終わった人は 114 名中

わずか１０名のみです。むし歯や歯周病は放っておくと徐々に進行し、全身の健康を阻

害します！学生時代の今こそ長期休みなどを利用して治療を済ませ、一生涯を「いい

歯」で健康にすごしてほしいものです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 
なべ物やスープなど、温かい食べ物・飲み物がおいしい季節となりました。  

唐辛子に含まれるカプサイシン、加熱したショウガに含まれるショウガオールは、血

液を体の隅々までいきわたらせ、体をポカポカと温める働きがあります！  

また、ビタミン C は、寒さによるストレスを和らげたり、毛細血管の健康を守って

くれます。ビタミン E、ビタミン B1 は、手足の細い血管まで広げ、血行を良くする働

きがあります。  

寒さによって、ストレスがかかると慢性的な疲れやだるさにも繋がります。毎日の食

卓にこのような「体を温める働きを持つ食品」をうまく取り入れ、寒い冬をぽかぽか元

気に過ごしたいものです。  

 

体を温める食材：唐辛子、ショウガ、にんにく、玉ねぎ、根菜、豚肉  

ビタミン C が多い食材：柑橘類、ブロッコリー、パプリカ、キャベツ  

ビタミン E が多い食材：うなぎ、ナッツ類、なたね油、あまに油  

ビタミン B1 が多い食材：豚肉、玄米、そば、大豆  


